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道
）
に
お
け
る
「
搾
乳
牛
1
頭
当
た
り
生
産
費

の
変
化
率
」（
１
・
０
２
０
５
）
を
「
搾
乳
牛

１
頭
当
た
り
乳
量
の
変
化
率
」（
０
・
９
９
９
９
）

で
除
し
て
求
め
た
「
生
産
コ
ス
ト
等
変
動
率
」

（
１
・
０
２
０
６
）
を
、
平
成
23
年
度
の
補
給

金
単
価
（
11
円
95
銭
）
に
乗
じ
て
算
定
し
ま
し

た
。

　

ま
た
限
度
数
量
は
、
平
成
24
年
度
の
推
定
生

乳
生
産
量
の
中
央
値
（
７
・
５
４
５
千
ト
ン
）

か
ら
、
同
年
度
の
推
定
自
家
消
費
量
（
60
千
ト

ン
）、
牛
乳
等
向
け
生
乳
消
費
量
と
し
て
見
込

ま
れ
る
数
量
の
中
央
値
（
３
・
９
６
０
千
ト
ン
）、

そ
の
他
乳
製
品
向
け
生
乳
消
費
量
と
し
て
見
込

ま
れ
る
数
量
（
１
・
８
１
１
千
ト
ン
）
を
控
除

し
、
推
定
生
乳
必
要
量
と
推
定
生
乳
生
産
量
と

の
差
で
あ
る
要
調
整
数
量
（
１
１
６
千
ト
ン
）

を
加
算
し
て
、「
特
定
乳
製
品
向
け
生
乳
供
給

量
と
し
て
見
込
ま
れ
る
数
量
」
と
し
て
算
出
し

ま
し
た
。

　

政
策
審
議
会
畜
産
部
会
で
の
意
見

　

尚
、
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
畜
産

部
会
で
は
、
鹿
野
道
彦
農
林
水
産
大
臣
に
よ
る

諮
問
案
通
り
の
答
申
が
な
さ
れ
ま
し
た
が
、
委

員
か
ら
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
基
本
的
事
項
】

●
畜
産
施
策
に
つ
い
て
安
定
的
な
政
策
展
開
を

す
る
た
め
に
は
、
供
給
サ
イ
ド
の
み
な
ら
ず
国

民
全
体
と
価
値
の
共
有
化
を
進
め
る
べ
き
。

●
生
産
者
及
び
消
費
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
変

化
す
る
中
で
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
や
情
勢
の
変
化

が
適
切
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
制
度
そ
の
も
の
の

検
証
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

農
林
水
産
省
は
３
月
22
日
、
食
料
・
農
業
・

農
村
政
策
審
議
会
畜
産
部
会
に
平
成
24
年
度
畜

産
物
価
格
等
に
つ
い
て
諮
問
を
行
い
、
答
申
を

受
け
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
平
成
24
年
度

加
工
原
料
乳
の
補
給
金
単
価
を
12
円
20
銭
、
限

度
数
量
を
１
８
３
万
ト
ン
で
決
定
し
ま
し
た
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

酪
農
を
取
り
巻
く
状
況
を
基
に

　

補
給
金
単
価
と
数
量
を
決
定

　

加
工
原
料
乳
の
補
給
金
単
価
及
び
限
度
数
量

に
つ
い
て
は
、
生
産
条
件
、
需
給
事
情
及
び
物

価
そ
の
他
の
経
済
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
決

定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
決
定
に
際
し
て
は
、
２
年
続
き
の
記

録
的
な
猛
暑
や
飼
料
な
ど
生
産
資
材
の
高
止
ま

り
で
酪
農
経
営
が
疲
弊
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら

に
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）を
は

じ
め
、
国
際
化
の
先
行
き
が
不
透
明
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
酪
農
家
の
生
産
意
欲
を

喚
起
し
、
生
乳
生
産
基
盤
の
弱
体
化
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、
補
給
金
単
価
を
大
幅
に
引
き

上
げ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
限
度
数
量
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年

度
が
20
万
ト
ン
弱
の
未
達
で
終
わ
る
こ
と
が
確

実
視
さ
れ
る
た
め
、
５
万
ト
ン
を
超
え
る
大
幅

な
削
減
が
懸
念
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平
成
24
年
度
加

工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
単
価
は
、
前
年
比
25

銭
上
げ
の
12
円
20
銭
、
限
度
数
量
は
同
２
万
ト

ン
減
の
１
８
３
万
ト
ン
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

補
給
金
単
価
の
引
き
上
げ
は
２
年
連
続
、
限
度

数
量
の
削
減
は
２
年
ぶ
り
で
す
。

　

補
給
金
と
限
度
数
量
の
算
出
概
要

　

補
給
金
単
価
は
、
加
工
原
料
乳
地
域
（
北
海

平
成
２４
年
度
の

加
工
原
料
乳
補
給
金
等
が
決
定

平
成
24
年
度
加
工
原
料
乳
補
給
金
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み
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
中
央
活
動
を

重
点
化
し
、
地
域
活
動
と
の
一
体
的
展
開
を
強

化
し
ま
す
。

　

酪
農
理
解
醸
成
消
費
者
対
策
事
業
で
は
、
主

要
新
聞
や
専
門
誌
へ
の
掲
出
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
拡
充
な
ど
を
通
じ
て
酪

農
啓
発
情
報
を
積
極
的
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、

酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
活
動
に
お
け
る
酪
農
関
係

者
及
び
教
育
関
係
者
と
の
連
携
、
広
報
誌
「
ミ

ル
ク
ク
ラ
ブ
」の
内
容
刷
新
・
配
布
先
拡
充
、「
地

域
交
流
牧
場
全
国
連
絡
会
」
等
の
活
動
支
援
な

ど
に
よ
り
、
消
費
者
の
理
解
醸
成
を
促
進
し
て

い
き
ま
す
。

　

国
産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
の
振
興
で
は
、
酪

農
経
営
の
多
様
化
を
目
指
す
生
産
現
場
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
酪
農
家
を
対
象
に
チ
ー

ズ
を
中
心
と
し
た
乳
製
品
製
造
研
修
会
を
企

画
・
開
催
し
ま
す
。

し
て
機
能
し
て
い
く
よ
う
、
指
定
生
乳
生
産
者

団
体
と
よ
く
相
談
し
て
進
め
て
欲
し
い
。

●
酪
農
環
境
負
荷
軽
減
支
援
事
業
は
、
経
営
の

継
続
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
経
営
安
定
対
策
と

し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る
。

●
生
産
者
が
自
ら
生
産
し
た
牛
乳
を
よ
り
自
由

に
売
れ
る
よ
う
工
夫
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
都

府
県
の
小
規
模
な
が
ら
、
自
ら
加
工
等
も
行
っ

て
い
る
酪
農
に
対
す
る
支
援
も
必
要
で
あ
る
。

●
大
震
災
を
踏
ま
え
、
乳
業
界
と
し
て
生
乳
か

ら
製
品
ま
で
の
安
全
性
の
確
保
、
乳
業
工
場
の

配
置
等
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
り
、
国
か
ら
も

支
援
等
を
お
願
い
す
る
。

●
農
家
戸
数
が
減
る
中
で
生
産
を
維
持
す
る
た

め
、
法
人
や
大
規
模
経
営
な
ど
が
、
安
心
し
て

投
資
が
出
来
る
よ
う
10
年
、
20
年
と
い
っ
た
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
て
政
策
を
作
っ
て
、
方
向

性
を
示
し
て
欲
し
い
。

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
国
民
へ
の
十
分
な
説

明
と
国
民
的
議
論
の
醸
成
を
図
る
た
め
の
対
応

を
お
願
い
す
る
。

●
飼
料
価
格
等
に
大
き
な
変
動
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
期
中
に
お
け
る
価
格
改
定
も
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

【
酪
農
・
乳
業
関
連
事
項
】

●
平
成
24
年
度
予
算
で
措
置
さ
れ
た
生
産
者
需

給
調
整
機
能
強
化
対
策
が
、
継
続
的
な
施
策
と

「
特
別
調
整
乳
数
量
Ｂ
」
は
、
生
乳
需
給
が
緩

和
し
生
乳
流
通
に
混
乱
が
生
じ
た
場
合
、
及
び

乳
製
品
在
庫
が
著
し
く
増
加
し
次
年
度
生
乳
計

画
生
産
対
策
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
場
合
、
過
剰
回
避
対
策
を
実
施
す
る
こ

と
を
前
提
に
、
希
望
す
る
指
定
団
体
に
配
分
し

ま
す
。

④
選
択
的
拡
大
生
産
数
量
の
設
定

　

さ
ら
に
、
生
乳
生
産
量
の
安
定
的
な
確
保
を

期
待
す
る
地
域
や
経
営
の
発
展
等
を
図
る
観
点

か
ら
、
生
産
枠
の
拡
大
を
希
望
す
る
指
定
団
体

に
対
し
て
、
チ
ー
ズ
・
全
乳
哺
育
向
け
及
び
通

常
の
国
内
生
乳
市
場
と
区
分
し
た
新
た
な
生
乳

需
要
を
計
画
的
に
創
出
す
る
数
量
で
、
実
績
の

確
認
が
で
き
る
数
量
を
選
択
的
拡
大
生
産
数
量

と
し
て
配
分
し
ま
す
。
尚
、
選
択
的
拡
大
生
産

数
量
の
配
分
を
希
望
す
る
指
定
団
体
は
、
５
月

末
ま
で
に
本
会
議
に
申
請
し
ま
す
。

　
（
社
）
中
央
酪
農
会
議
は
３
月
７
日
、
第
３

２
０
回
理
事
会
並
び
に
第
50
回
通
常
総
会
を
開

催
し
、
平
成
24
年
度
の
事
業
計
画
等
を
協
議
し

決
定
し
ま
し
た
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

【
１
】
平
成
24
年
度
生
乳
計
画
生
産
対
策

　

東
日
本
大
震
災
や
２
年
連
続
の
猛
暑
の
影
響

な
ど
に
よ
り
、
予
想
以
上
に
回
復
が
遅
れ
て
い

た
生
乳
生
産
は
、
平
成
23
年
９
月
以
降
回
復
傾

向
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
生
乳
市
場
を

め
ぐ
る
環
境
の
変
化
や
酪
農
政
策
の
方
向
性
へ

の
不
安
感
な
ど
が
、
酪
農
家
の
経
営
意
欲
の
減

退
に
つ
な
が
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

【
２
】
平
成
24
年
度
事
業
実
施
内
容
の
概
要

①
酪
農
産
業
基
盤
・
生
乳
受
託
販
売
安
定
化
対
策

　

酪
農
を
め
ぐ
る
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い

る
中
で
生
産
基
盤
の
脆
弱
化
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
酪
農
専
門
全
国
組
織
と
し
て

酪
農
生
産
現
場
の
課
題
に
つ
い
て
調
査
・
検
討

し
、
今
後
の
酪
農
政
策
・
制
度
の
あ
り
方
に
つ

い
て
方
向
性
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
全
国
要

請
組
織
と
連
携
し
た
要
請
・
献
策
活
動
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
酪
農
経
営
の
実
態
、
市
場
や
各
種
規

制
の
動
向
、
乳
成
分
取
引
も
含
め
た
生
乳
取
引

上
の
課
題
な
ど
を
検
討
し
、
指
定
団
体
に
よ
る

円
滑
な
生
乳
受
託
販
売
へ
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

②
生
乳
計
画
生
産
・
需
給
調
整
対
策

　

平
成
24
年
度
生
乳
計
画
生
産
対
策
の
概
要
は

前
述
の
通
り
で
す
が
、
用
途
別
販
売
実
績
、
指

定
団
体
別
旬
別
乳
量
、
需
給
を
め
ぐ
る
情
勢
な

ど
の
生
乳
需
給
に
関
連
し
た
情
報
の
提
供
を
強

　

他
方
、
バ
タ
ー
・
脱
脂
粉
乳
と
い
っ
た
乳
製

品
の
需
給
は
、
引
き
続
き
ひ
っ
迫
傾
向
で
推
移

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
国
産
乳
製
品

の
需
要
を
喪
失
し
な
い
た
め
に
、
原
料
乳
を
安

定
的
に
供
給
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
昨
年
12

月
に
開
催
さ
れ
た
第
３
１
８
回
理
事
会
に
お
い

て
、
さ
ら
な
る
国
内
生
産
基
盤
の
脆
弱
化
を
招

か
な
い
よ
う
、
生
産
者
が
意
欲
を
持
ち
、
中
期

的
な
経
営
計
画
に
基
づ
く
安
定
的
な
生
乳
生
産

に
取
り
組
め
る
環
境
整
備
を
図
る
た
め
、
平
成

24
年
度
以
降
の
生
乳
計
画
生
産
対
策
に
つ
い
て
、

今
後
３
年
間
は
前
年
度
実
績
以
上
の
目
標
数
量

化
し
ま
す
。

③
生
乳
の
総
合
的
な
品
質
・
流
通
管
理
対
策

　

指
定
団
体
の
受
託
販
売
機
能
強
化
支
援
で
は
、

指
定
団
体
の
組
織
運
営
・
事
業
実
施
の
あ
り
方

を
め
ぐ
る
議
論
が
活
発
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
必
要
な
対
応
協
議
、
指
定
団
体
等
へ
の

情
報
提
供
、
研
修
会
の
開
催
、
効
率
的
な
事
業

運
営
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

指
定
団
体
の
品
質
管
理
体
制
支
援
で
は
、
全

国
・
地
域
で
の
生
乳
生
産
段
階
及
び
流
通
段
階

に
お
け
る
安
全
・
安
心
を
実
現
す
る
た
め
の
取

り
組
み
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

23
年
度
に
厚
生
労
働
省
に
要
請
し
た
乳
等
省
令

（
比
重
基
準
）
改
正
の
実
現
に
向
け
必
要
な
対

応
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
品
質
管
理
に
係
る
各

種
規
制
の
動
向
を
把
握
し
指
定
団
体
等
へ
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
及
び
残
留
農
薬
対
応

酪
農
互
助
基
金
」
を
準
備
す
る
と
と
も
に
、
法

定
伝
染
病
や
自
然
災
害
の
発
生
に
備
え
て
、
国

家
等
の
役
割
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
業
界
と
し
て

の
総
合
的
な
リ
ス
ク
対
応
の
互
助
基
金
創
設
を

検
討
し
ま
す
。

④
国
産
生
乳
需
要
定
着
化
対
策

　

牛
乳
消
費
喚
起
対
策
事
業
で
は
、
放
射
性
物

質
に
係
る
牛
乳
乳
製
品
の
安
全
性
に
対
す
る
消

費
者
の
不
安
や
風
評
を
放
置
し
た
場
合
、
国
産

牛
乳
乳
製
品
の
需
要
減
少
や
生
乳
需
給
の
混
乱

に
波
及
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

放
射
能
問
題
対
策
を
新
た
な
重
点
事
業
に
位
置

付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
最
終
年
度
と
な
る
「
M
I
L
K 

J
A
P
A
N
」
運
動
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

の
配
分
を
行
う
中
期
計
画
生
産
に
転
換
す
る
こ

と
を
決
定
し
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
生
乳
計
画

生
産
対
策
に
お
け
る
各
生
産
枠
の
概
要
は
次
の

通
り
で
す
（
29
頁
各
生
産
枠
概
要
図
参
照
）。

①
供
給
目
標
数
量
の
設
定

　

供
給
目
標
数
量
は
、
Ｊ
ミ
ル
ク
の
生
乳
需
給

予
測
に
お
け
る
バ
タ
ー
ベ
ー
ス
の
需
要
量

（
チ
ー
ズ
向
け
を
除
く
）
を
基
本
に
、
国
内
の

乳
製
品
需
給
の
安
定
を
図
る
観
点
、
生
産
者
に

よ
る
牛
乳
消
費
喚
起
対
策
や
牛
乳
等
向
け
・
液

状
乳
製
品
向
け
生
乳
の
販
売
努
力
を
通
じ
て
期

待
さ
れ
る
成
果
な
ど
を
加
味
し
た
数
量
に
、
イ

ン
サ
イ
ダ
ー
率
を
乗
じ
て
算
出
し
ま
し
た
。

②
販
売
基
準
数
量
の
設
定

　

供
給
目
標
数
量
の
う
ち
販
売
基
準
数
量
は
、

平
成
23
年
度
受
託
実
績
数
量
に
新
規
就
農
枠

（
２
・
５
０
０
０
ト
ン
）
を
加
算
し
た
数
量
を

設
定
し
ま
し
た
。
各
指
定
団
体
の
販
売
基
準
数

量
は
、
平
成
23
年
度
生
乳
計
画
生
産
実
績
を
確

定
さ
せ
た
後
、
５
月
21
日
ま
で
に
配
分
し
ま
す
。

　

尚
、
各
指
定
団
体
の
受
託
実
績
数
量
に
は
、

平
成
23
年
度
生
乳
計
画
生
産
対
策
に
お
い
て
早

期
（
９
月
末
ま
で
）
に
返
還
さ
れ
た
供
給
目
標

数
量
の
３
分
の
１
相
当
量
、
及
び
災
害
等
に
よ

り
平
成
23
年
度
に
影
響
を
受
け
た
数
量
を
加
算

し
ま
す
。

③
特
別
調
整
乳
数
量
の
設
定

　

特
別
調
整
乳
数
量
は
、
供
給
目
標
数
量
と
販

売
基
準
数
量
の
差
と
し
て
設
定
さ
れ
、
そ
の
配

分
条
件
の
違
い
に
よ
っ
て
2
分
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
特
別
調
整
乳
数
量
Ａ
」
は
、
特
定
乳
製
品
向

け
取
引
へ
の
安
定
供
給
を
実
施
す
る
こ
と
を
前

提
に
、
希
望
す
る
指
定
団
体
に
配
分
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
事
業
計
画
が
決
定

平
成
24
年
度
事
業
計
画

29

平成24年度計画生産対策における各生産枠の概要

計
画
生
産
目
標
数
量

供
給
目
標
数
量

区　分 放射性セシウム

乳用牛

100Bq/kg
肉用牛

選択的拡大生産数量

特別調整乳数量B

特別調整乳数量A

販売基準数量

●チーズ・全乳哺育向け数量、輸出向けなど、既存の生
　乳需要に悪影響を与えない新規需要向けに販売す
　る数量について設定。
●新規需要向けに販売されたことを確認するととも
　に、指定団体から提出された計画に基づき配分。

●前年度実績を基本に各指定団体に配分。
●23年度９月末日までに減量申請した数量の３分の
　１の数量を加算。
●震災などの影響が大きかった地域は影響を受けた
　乳量を加算。

●Ｊミルクの需要予測バターベースを基本に、①国内
　の乳製品需要の安定を図る視点、②牛乳消費喚起対
　策や生乳の販売努力を通じて期待される成果を加
　味して中期的な観点から予測する生乳需要を踏ま
　え、供給目標指数を設定し、販売基準数量との差
　を特別調整乳数量として設定。
●特別調整乳数量Ａは、特定乳製品向け取引への安
　定供給を実施することを前提に、希望する指定団
　体に配分。
●特別調整乳数量Ｂは、生乳需要が緩和し、生乳流
　通に混乱が生じることが見込まれるか、または発
　生するなどによって生乳流通に混乱が生じた場合、
　乳製品在庫が著しく増加し、25年度生乳計画生産
　対策に悪影響を与えることが見込まれる場合に、
　過剰回避対策を実施することを前提に、希望する
　指定団体に配分。
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感
を
醸
成
す
る
た
め
、
各
地
域
で
の
適
正
な
飼

養
管
理
の
徹
底
に
係
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

広
報
活
動
を
実
施
す
る
と
同
時
に
、
問
い
合
わ

せ
窓
口
の
本
会
議
へ
の
一
本
化
、
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
等
を
行
い
ま
す
。

ス
ク
」
を
求
め
、
か
つ
製
品
段
階
で
の
検
査
結

果
の
公
表
を
求
め
る
声
が
強
い
な
ど
、
安
心
感

を
得
る
た
め
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
特
定
地
域
産
の
牛
乳
が
販
売
不
振

に
陥
る
な
ど
、
地
域
に
よ
っ
て
風
評
被
害
が
発

生
し
て
い
る
状
況
を
放
置
し
た
場
合
、
牛
乳
乳

製
品
の
需
要
減
少
と
生
乳
需
給
の
混
乱
が
全
国

に
波
及
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
生
産
者
団
体
に
お
い
て
は
当
面
、
以
下
の
取

り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し
ま
す
。

①
原
子
力
災
害
対
策
本
部
指
定
地
域
の
17
都
県

が
所
在
す
る
指
定
団
体
は
、
生
乳
中
の
放
射
性

物
質
を
で
き
る
か
ぎ
り
低
減
さ
せ
る
た
め
、
県

会
員
等
と
連
携
し
、
行
政
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
、
飼
料
の
検
査
の
実
施
に
際
し
て
は
協

力
す
る
と
と
も
に
、
検
査
結
果
等
を
踏
ま
え
、

給
与
飼
料
の
改
善
を
中
心
と
し
た
乳
牛
の
適
正

な
飼
養
管
理
を
徹
底
し
ま
す
。

　

尚
、
ホ
ッ
ト
・
ス
ポ
ッ
ト
と
想
定
さ
れ
る
地

域
に
お
い
て
は
、
す
で
に
実
施
さ
れ
て
い
る
対

応
の
継
続
な
ど
、
重
点
的
な
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

　

取
り
組
み
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
原
則
、

東
京
電
力
に
負
担
を
求
め
て
い
く
こ
と
を
基
本

と
し
、
必
要
に
応
じ
て
本
会
議
に
お
い
て
も
支

援
策
を
検
討
し
ま
す
。

②
本
会
議
は
、
生
乳
生
産
か
ら
製
品
販
売
ま
で

酪
農
乳
業
界
の
一
体
的
な
取
り
組
み
と
な
る
よ

う
、
Ｊ
ミ
ル
ク
の
場
に
お
い
て
適
宜
情
報
交
換

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
生
産
者
団
体
と
し
て

の
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
、
実
務
責
任
者
会

議
で
協
議
を
行
い
ま
す
。

　

消
費
者
の
国
産
牛
乳
乳
製
品
に
対
す
る
安
心

　

農
林
水
産
者
は
２
月
３
日
、
牛
用
飼
料
に
含

ま
れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
暫
定
許
容
値
を
現

行
の
１
k
g
当
た
り
3
0
0
ベ
ク
レ
ル
か
ら

1
0
0
ベ
ク
レ
ル
に
改
定
し
た
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
本
会
議
理
事
会
で

は
生
産
者
団
体
に
よ
る
当
面
の
対
応
策
を
議
論

し
、
決
定
し
ま
し
た
。

◆　
　
　

◆　
　
　

◆

　

新
暫
定
許
容
値
へ
の
対
応

　

牛
用
飼
料
に
含
ま
れ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の

新
暫
定
許
容
値
は
、
畜
産
物
の
新
基
準
値
を
超

え
な
い
牛
乳
や
牛
肉
を
生
産
す
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
飼
料
を
給
与
す
れ
ば
良
い
か
判
断
す

る
目
安
で
す
（
図
参
照
）。

　

ま
た
、
家
畜
は
水
や
空
気
、
土
壌
、
敷
料
、

野
草
、
屋
外
に
放
置
さ
れ
た
飼
料
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
物
か
ら
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
摂
取
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
新
暫
定
許
容

値
を
超
え
な
い
飼
料
や
放
牧
地
を
利
用
す
る
の

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
水
、
土
壌
等
か
ら
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
摂
取
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る

よ
う
に
飼
料
の
管
理
、
家
畜
の
飲
用
水
や
飼
育

場
所
等
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

尚
、
新
暫
定
許
容
値
を
上
回
る
飼
料
の
う
ち

８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
k
g
以
下
は
一
般
廃
棄

物
と
し
て
埋
却
、
焼
却
等
に
よ
り
処
分
し
ま
す
。

た
だ
し
、
生
産
さ
れ
た
圃
場
が
明
ら
か
な
も
の

は
、
当
該
圃
場
に
還
元
施
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
８
０
０
０
ベ
ク
レ
ル
／
k
g
を
超
過
す

る
飼
料
を
処
分
す
る
場
合
等
に
つ
い
て
は
、
農

林
水
産
省
が
別
途
通
知
し
ま
す
。

　

平
成
24
年
産
夏
作
飼
料
作
物
に
つ
い
て
は
、

各
都
県
の
施
肥
基
準
を
参
考
に
し
て
施
肥
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
当
該
県
の
昨
年
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
の
結
果
を
参
考
に
し
て
十
分
に
耕

起
し
た
上
で
播
種
、
栽
培
を
行
い
ま
す
。
平
成

24
年
産
夏
作
飼
料
作
物
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

の
方
法
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
が
別
途
通

知
し
ま
す
。

　

生
産
者
団
体
の
当
面
の
取
り
組
み

　

牛
用
飼
料
中
の
新
暫
定
許
容
値
が
２
月
３
日

か
ら
適
用
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
会
議
は
２

月
10
日
開
催
の
理
事
会
に
お
い
て
、
消
費
者
の

国
内
牛
乳
乳
製
品
・
酪
農
業
に
対
す
る
安
心
感

の
醸
成
を
図
る
た
め
、
生
産
者
団
体
に
よ
る
当

面
の
取
組
み
に
つ
い
て
協
議
し
、
次
の
通
り
決

定
し
ま
し
た
。

　

放
射
性
物
質
に
係
る
牛
乳
乳
製
品
の
安
全
性

に
つ
い
て
は
、
行
政
が
行
う
乳
の
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
に
よ
り
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
今
後

も
基
本
と
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
消
費
者
か
ら
は
依
然
、「
ゼ
ロ
リ

牛
用
飼
料
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

暫
定
許
容
値
へ
の
対
応

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
暫
定
許
容
値
へ
の
対
応
策

図　牛用飼料中の放射性物質の暫定許容値

★改定前：8月1日付け暫定許容値

区　分 放射性セシウム

乳用牛
300Bq/kg

肉用牛

その他牛用

（育成牛、繁殖牛）

300Bq/kg

例外：3,000Bq/kg

★改定後：2月3日付け暫定許容値

区　分 放射性セシウム

乳用牛

100Bq/kg
肉用牛

その他牛用

（育成牛、繁殖牛）


